
 

(第２号様式） 
 神奈川県教育委員会教育長殿                                                                                  令和６年５月 24日  
 

県立新城高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 日実施） 

総合評価（３月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①「主体的に学
習に取り組む態
度」の涵養のた
め、指導と評価
の一体化の継続
的追究を図りな
がら授業改善を
行い、カリキュ
ラム・マネジメ
ントを進める。 
 
②探究的で教科
横断的な学びを
推進し、課題解
決力の向上を図
る。 

①新教育課程の
全学年での実施
を踏まえ、主体
的・対話的で深
い学びの充実を
めざした授業改
善の組織的な取
組を進める。 
①校務支援シス
テムの円滑な活
用に加え、成績
処理業務と日程
の円滑化を視点
にした手順設定
を行う。 
②指定校事業
「学習評価に係
る研究」の３年
目の取組とし
て、これまでの
研究活動の蓄積
を整理し、知見
をまとめ、研究
授業として発信
する。 

①研修会等を活
用して教科を超
えて学習活動の
あ り 方 を 共 有
し、組織的な授
業改善を図る。 
①支援システム
の 更 新 に 合 わ
せ、機能を活か
し、成績処理業
務において有効
で持続可能な利
用 法 を 精 選 す
る。 
②生徒の「学び
の調整力」向上
のための学習活
動及び「記録に
残す評価」を整
理し、研究授業
に向けて実践す
るステップを明
確にする。 
 

①本校でのこれ
までの取組を活
かし、めざすべ
き方向性を示す
研 修 と な っ た
か。 
①支援システム
の活用により業
務全体の省力化
につなげること
ができたか。 
②研究活動集約
と実践を計画的
に行い、全校あ
げての取組とし
て実施すること
ができたか。 
 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒主体の行
事・部活動を促
進し、教員によ
る支援体制を整
える。 
 
②コミュニケー
ション力と協働
力を培うための
活動機会を提供
する。 
 
③SC、SSW と連
携して生徒への
きめ細かな支援
体制を確立する
とともに外部機
関との連携を深
める。 

①生徒主体とな
る行事・部活動
の仕組みを構築
する。教員間の
連携を密にし支
援体制を整え
る。 
②生徒の活動・
活躍の場・機会
を多く提供す
る。 
③個々の生徒に
対する支援体制
の拡充に向けて
情報発信ツール
を活用した情報
共有機会の充実
と多様な支援の
手立てを構築す
る。 

①生徒主体の行
事・部活動を支
援し、行事や活
動機会毎に教員
による支援体制
を整える。 
②多様な発想の
もと、生徒の活
動・活躍の場を
多く提供する。 
③多様性の認知
と理解をさらに 
進め、個人の尊
重や協調性の育 
成に向けて教職
員と生徒、生徒 
間のコミュニケ
ーションを活性
化する。 

①②行事・部活
動 を 円 滑 に 進
め、多くの生徒
に活動・活躍す
る場を提供し、
生徒の活動の量
と質が向上した
か。 
③生徒情報交換
機 会 を 充 実 さ
せ、ケース会議
を必要に応じ開
催 し た か 。 ま
た、関係者間で
情報共有が速や
かに行われ、生
徒支援につなげ
ることができた
か。  

     

３ 進路指導・支援 

①変化の激しい
現代社会の中
で、多様化する
価値観を受容し
自立した市民と
して社会参画す
る人材の育成に

①多様な価値観
を認め合う機会
を提供する。  
 
②長期的な視野
に立ったキャリ
アプランを計画

①多様な価値観
に連なる課題探
究に取り組ませ
る。  
②キャリアプラ
ンを計画・実行
できる情報を適

①課題探究で多
様な価値観を尊
重する姿勢を持
たせられたか。
また、発表、振
り返りが充分に
できたか。  

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 日実施） 

総合評価（３月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

努める。 
 
②自らの資質・
能力や適性を見
極め、最適なキ
ャリアプランを
選択できる能力
を養う。 

し実行させる。  
 
②新教育課程に
伴い変更される
大学入試に対応
する。 

切に提供する。  
②新課程入試に
対する情報提供
を 効 果 的 に 行
う。  

②職員向け、生
徒向けの説明会
が 実 施 で き た
か。  
②新課程入試で
希望する進路が
実 現 で き た
か。  

４ 地域等との協働 

①ICT を活用し
て情報発信を行
い、ホームペー
ジ、学校説明
会、学校行事及
び地域交流等を
通じ、開かれた
学校づくりに取
り組む。 
 
②地域との連携
を強化し、生徒
が校外で活動す
る機会の拡充を
図る。 

①動画等を活用
したコンテンツ
の作成を通じ、
開かれた学校づ
くりに取り組
む。  
①各種説明会に
多く参加が得ら
れ、かつ持続的
な発展が可能な
計 画 を 立 て
る。  
②地域等との連
携や協働を進
め、ホームペー
ジにおいて情報
発信を行う。  

①ICT 環境の整備
と 活 用 を 進 め
る。  
①各種説明会参
加希望者のニー
ズ 把 握 に つ と
め、必要な情報
の提供を効率的
に行う。 
①ホームページ
等の ICT を活用
し地域や入学希
望者に学校の魅
力を発信する。 
②地域との新し
い連携の方法を
検討する。  
 

①動画等を活用
したコンテンツ
を新規に２つ作
成し、開かれた
学校づくりに取
り組めたか。  
①文化祭での学
校説明ブースを
含め、各種説明
会等を５回実施
することができ
たか。  
②地域等との連
携 や 協 働 を 進
め、ホームペー
ジにおいて情報
発信を年間 20回
程度行うことが
できたか。  

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒の安全・
安心な学校生活
を確保するため
に学校の安全管
理を徹底する。 
 
②職員の業務改
善、事故防止に
対する意識向上
により、効率的
な学校運営を行
い、働きやすい
職場づくりを進
める。 

①生徒の活動を
最大限支援する
ために設備等を
充実させ安心・
安全な学校運営
を進める。  
①避難訓練及び
DIG 研修等を通
じて命を守る教
育の推進と生徒
の防災・減災へ
の意識を醸成す
る。  
②不祥事・事故
防止の意識向上
を図り不祥事根
絶を目指す。 

①設備等の安全
性について調査
し、必要な改善
を行う。 
① ７月と 12 月
に実施する避難
訓練及び３月に
実施する DIG 研
修を通じて生徒
の防災・減災へ
の意識を醸成す
る。 
②不祥事ゼロ、
事故防止の意識
啓発のための研
修等を毎月実施
する。 

①健康管理、衛
生保持のための
環 境 整 備 を 進
め、設備等を充
実させることが
できたか。  
①防災委員を中
心に生徒主体の
避難訓練の実施
及び防災教育を
行うことにより
自助・共助の意
識が高められた
か。  
②事故・不祥事
ゼロを達成でき
たか。毎月の事
故防止機会を設
定できたか。 

     

 


